
（12） 長期化への対応（自立に向けた支援）

自立への道のりは一人一人様々です。不登校が長期化している場合は、登校を支援す
るのか、学校外の支援機関につなげるのか、休養を優先するのか、個々の心身の状況変
化を見守りながら、目標の幅を広げた支援を行います。
実際に目標を決める時には、本人による自己選択を大切にするよう配慮します。

児童生徒の心身の状況を踏まえた支援例

状態⑤
学校以外の施設への
定期的参加ができている

本人の気持ちを尊重するとともに、保護者の意向も踏まえつつ、学校は家庭訪問や
電話連絡を計画的に行いながら、児童生徒とのつながりを切らないようにします。

Ａ 登校を支援

◆再登校に向けた提案をしつつ、在学級での
受け入れの準備を進めます。
◆校内教育支援センター登校や時差登校など、
無理のない登校方法を話し合います。

状態⑥
比較的気軽に外出できる

B 教育支援センター等の活用

◆校外の教育支援センターで学習支援を受ける
ことを勧めます。
◆学校行事の参加や、オンラインでの授業参加
などについて提案します。

状態⑦
家庭内では安定している
が外出は難しい

Ｃ 家庭学習の支援

◆生活リズムを整えることや、散歩などの外出
を可能な範囲で勧めます。
◆自習やオンライン学習などを提案します。
◆保護者の不安にＳＣ（スクールカウンセラー）
等が相談に乗ります。

状態⑧
部屋に閉じこもり家族と
もほとんど顔を合わせな
い

Ｄ 休養を優先

◆十分な睡眠時間や食事の確保など、生活の
安定を最優先とします。
◆ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）等を活用
し、医療や福祉などの専門機関との連携を図
ります。
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